
１．概況

２．受 注 ･ 出 荷 実 績
（金額単位：百万円)

月･期別 ３月 前年同月 ４月～３月 前年同期 １月～３月 前年同期

機 種 別 比増減率(%) 累 計 比増減率(%) 累 計 比増減率(%)

177,060 13.4 1,245,223 -9.7 389,978 6.8

105,998 17.0 827,535 -8.8 238,486 1.9

40,378 -1.0 285,758 -0.5 86,800 2.3

65,620 31.7 541,777 -12.6 151,686 1.7

68,877 8.7 392,095 -11.1 145,546 16.4

21,393 17.7 165,884 4.6 57,527 39.6

42,584 2.1 184,989 -24.4 76,764 2.1

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 4,900 42.2 41,222 9.5 11,255 30.9

2,185 -0.5 25,593 -17.4 5,946 -5.3

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく ２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

３．受 注 ･ 出 荷 推 移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品

【２０１９年３月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

当月の通信機器[国内]の受注･出荷は1,771億円、前年同月比13.4％増と2か月連続で増加。
有線端末機器は、電話機(同比26.5％増)が同比を上回ったが、事業所用コードレスホン

(同比1.6％減)、インターホン(同比1.0％減)、ファクシミリ(同比1.1％減)が同比を若干下
回ったために、全体では404億円(同比1.0％減)と減少～ほぼ横ばいとなった。

移動体端末機器は、携帯電話が同比で増加した上に、業務用無線を含むその他の移動体端
末機器が大幅に増えて、全体では656億円(同比31.7％増)と増加した。

有線ネットワーク関連機器は、トラフィック増によって需要増が見込まれるデジタル伝送
装置(同比69.1％増)、PON/MC(同比0.9％増)が同比を上回ったほか、構内用電子交換機(同比
40.3％増)も同比を上回ったことから、全体では214億円(同比17.7％増)と増加した。

無線ネットワーク関連機器は、官庁や民間企業向けの地上系が好調であったが、衛星系が
低調となった固定通信装置(同比7.4％減)が同比を下回ったが、需要が伸びてきた基地局通
信装置(同比62.3％増)が同比を上回り、全体では426億円(同比2.1％増)と増加した。

その他ネットワーク関連機器は、ルーター(同比26.9％増)、LANスイッチ(同比60.3％
増)、その他(同比17.6％増)と同比を上回ったことから、全体では49億円(同比42.2％増)と
増加した。

通信機器用部品は、22億円(同比0.5％減)となり、同比ではほぼ横ばいであった。

通 信 機 器

端 末 機 器

有 線 端 末 機 器


